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王埜豹変lll"す。馬の耳に念仏

進めていく と いうこと。
陶 変Jは  豹 の軒やかな支機のように 人 の態度がから
うと変わること。

【昭のrTに念仏】◇有益な意見や忠告守をいくら言ぅて関かせても 朗 きJtす
だけで全4al果 がないこと。

絶1/1の好天が続いた大型連体も終わりました。高速道路は相変わらず
の波滞 旅 行もいいのですが、私は例年辿 りに印施て畑作りに精を出し
ていました。野業は買ったにうホ純卓で安いものとは良 く分かっていま
すが 粒 を撤いたり首木を格えて成長を楽しみ 収 笹の喜びはひとしお
です.ナ ス キ ■,リ  ト マ ト ビ ーマン プ ロッコリー さ つまいも
は古本を 路 花生は本場の八衝から半立の種を仕入れて植えました。
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一喘出印ル推
玉4年 に1回の審判を受ける市議会議員選挙は、米年の4月予定で、卓1

年を財りました。今号は初当選以来、正確には落選した11年前から一貫し

て訴えてきました 「無駄を無くして、必要な方に必要なものが得られる税

金の有効活用Jに ついて触れたいと思います。当時は '事業化分けJと い

う言☆すらjllりませんでしたが、私の思いは正にこれてした。

国ではその 「JI業仕分けJな るもので、様々な事業や外邦法人の整理

統合を進めています。政権につく市には 「あれもこれもrlF

欧だ」と思っていたものが、いぎ政権の座につくと壺って

いたものが多くあったようです。「子ども手当て」「お様の

無■化」争は、恒久財源が必要なのに、事業仕分け程度で

は足 りません。選挙用のバラマキだったのではありませんか。

私は 「政権の座についたら思いと違 うところがありました。

誠に中し訳ありませんが、マニフェス トを一部訂正させてくだ

さいJく らいの本青を言ってくれた方が皆さんが理解を示すの

ではないかと思います。鳩山 小 沢両氏に 『君子豹変す』の言

草を送りたい。もっともあの二人では 『FJの耳に念仏Jで しか

画

『活 きていることわざ』
恥惰市議会議員

オ● [ヨ 垣毒 今((航 tめ打う議会報告

【事務所】船脩市前原西 8-24-8 香 490 3333 FAX 465 7117



ありませんが ……。不幸なのは私たち国民です。自由閣逮な発言ができな

い雰囲気を作った者と言えない者は議員の資格がありません。猛省を促 し

たいと思います。

■ヽ侑市ではご承知のように、3月 蔵会で 「国民使庄保険の増擁改定 (lF

号でご報告済み)J「 敬を祝い金の鹿止J「 軌老行手麦付金の見直し」等、

市民にとって不満のある施気が提案され議決されました。

「敬老Ⅲとい金Jは 、民生委員から75歳に5千 円、85歳に1万

1 95歳 に3万 円、100歳以上に5万 円を 支付していたもので

す。市ではこの他に町会 自 ぬ会長を通 して敬老記念品購入券

として、古布 (70歳)5千 円、喜芳 (77虚)と 米寿 (88歳)に

1方 円、白寺 (99歳)2万 円、100歳以上に3万 「」を 交付 していました。

この 「敬老祝い金Jと 古希の故老記念品購入券 も廃止 し、喜モは1万 円

のまま、米寿は2万 円、白考は3万 円、100歳以上を 5万 円に埼額しまし

た。FINは「敬老blい金Jの 廃 には賛成 しましたが、古おは廃止 しないで2
～3千 円に減4Rしてでも、日本古来の祝い事は存続すべきだし、米寿等の

指盗はしな くてもいいのではないか、と主張 しました。

また、 「敬老行す交付金Jの 対家者が70歳から73歳に引き上げられまし

た。高締化時代でもあり、また地区社会福祉協議会でも様々な高齢者を対

象にしたサービスを実施 していますので、廃止 してもいいのではないかと

考えていたくらいです。

ただ、やむを得す廃止 したにしても"‖な形で福祉施策を講

するべきであると何回も中し述べてきました。市は14の新規

事業と4つ の拡大事業を提案 してきましたが、私は 「,ク な

ものがない。,1えば 老 々介護の人のためという てはり さ

りう マ ッサージ守施術費用助成)よ りも、家庭で介設 して

いる方が休 まをとれるようにデイサービスゃショー トステ″
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施設の充実を図るのが先ではないかJと質問しましたが、成果なしです。

なによりも、私が一番主張したのは、平成の☆門様と言われている賞主

党の渡部恒三氏の言葉です。 「在 1ヽ改革のためには行政改革、

国会政車が必要なのは言 うまでもない。国会議員も率先垂範

し く俺たちも止を流すから役人も血を流せ。国民も辛抱 し

てくれ)と 言わなければ話は進まないJで す。議員定数の2

割肖J減、役職を少な くする等の行政のスリム化、外rll団体の

整理 統 合を進めるべきである、と訴えましため
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¬百モ受幸展ぞ■=革 を開催 します くお中し込みは事務所まで)

《期 日)平 成22年7月 10日 (上)午 後 6時 より

て会場)船 橋グランドホテル (資金の間 280名 様)

(会登)3000円
(米貫》藤代船低Ⅲ長様、野田仁彦財務Fll大臣様 (予定)


